
本
業
生
か
し
て
商
品
開
発

自
社
ブ
ラ
ン
ド
「
美
糖
舎
」

　

食
品
メ
ー
カ
ー
に
原
材
料
や
添
加
物
を
卸
販
売
す
る
本
業
の
強
み
を
生
か
し
、
一
般

消
費
者
の
生
活
に
潤
い
と
喜
び
を
届
け
た
い―
。
安
政
五
年
（
１
８
５
８
）
創
業
の
老

舗
卸
業
の
㈱
丸
太
中
村
が
、
新
規
事
業
と
し
て
自
社
ブ
ラ
ン
ド
「
美
糖
舎
（
び
と
う

や
）」
を
立
ち
あ
げ
た
。
近
江
商
人
の
〝
三
方
よ
し
〞
と
開
拓
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
老

舗
変
革
に
取
り
組
む
７
代
目
中
村
拓
取
締
役
営
業
企
画
室
長
（
34
）
と
、
６
代
目
当
主

中
村
喜
兵
衞
代
表
取
締
役
〈
69
〉
を
十
日
町
の
土
蔵
造
り
の
旧
社
屋
に
訪
ね
た
。

創
業
安
政
五
年―

食
品
原
材
料
卸
業
㈱
丸
太
中
村

　

―

昨
年
秋
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
思
い
は
。

　

中
村
室
長　

私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
が
日

ご
ろ
か
ら
口
に
し
て
い
る
お
菓
子
や
パ

ン
、
麺
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
砂
糖
、
小

麦
粉
、
油
、
添
加
物
な
ど
の
原
材
料
を
食

品
メ
ー
カ
ー
に
卸
販
売
し
て
い
ま
す
。

日
々
、
良
い
原
材
料
で
お
客
様
、
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
が
、一
般
消
費
者
の
方
々
に
は
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
業
界
で
す
。
し

か
し
、
食
品
づ
く
り
に
お
い
て
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　

原
材
料
に
は
産
地
、
生
産
者
、
製
造
プ

ロ
セ
ス
、
機
能
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
知
っ
て
い
る
私
た
ち
が
、
プ
ロ
が
使

う
こ
だ
わ
り
の
原
材
料
を
選
定
し
ブ
レ
ン

ド
し
た
り
、
加
工
し
た
り
し
て
、
一
般
消

費
者
に
直
接
提
供
し
喜
ん
で
も
ら
い
た
い

と
商
品
化
し
ま
し
た
。
作
業
服
専
門
店
の

ワ
ー
ク
マ
ン
が
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ
ア
で

急
成
長
し
た
成
功
例
な
ど
を
研
究
し
、
構

想
を
温
め
て
き
ま
し
た
。

　

―

第
１
号
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
は
昨
年

秋
に
発
売
し
た
機
能
性
食
品
「
オ
リ
ゴ
ラ

イ
フ
」
で
す
。

　

中
村
室
長　

糖
と
し
て
吸
収
さ
れ
に
く

く
、
腸
内
善
玉
菌
を
増
や
す
と
さ
れ
る
フ

ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
に
、
水
溶
性
食
物
繊
維

の
ア
カ
シ
ア
フ
ァ
イ
バ
ー
を
掛
け
合
わ
せ

た
商
品
で
す
。
続
い
て
２
月
に
は
、
煮
出

し
た
お
茶
の
エ
キ
ス
を
乾
燥
さ
せ
、
風
味

を
し
っ
か
り
閉
じ
込
め
た
ま
ま
で
粉
末
化

し
た
「
美
糖
舎
カ
フ
ェ
」
シ
リ
ー
ズ
を
発

売
し
ま
し
た
。
お
湯
は
も
ち
ろ
ん
水
に
も

す
ぐ
溶
け
、
手
間
を
か
け
ず
に
本
格
的
な

お
茶
が
手
軽
に
楽
し
め
ま
す
。
ほ
う
じ

茶
、
ア
ー
ル
グ
レ
イ
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
、

ル
イ
ボ
ス
テ
ィ
ー
の
４
種
類
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
当
面
は
、
大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
と
自
社
の
サ
イ
ト
の
み
で
扱
っ
て

い
ま
す
が
、
小
売
店
か
ら
取
り
扱
い
の
依

頼
も
あ
り
、
徐
々
に
広
げ
て
い
く
予
定
で

す
。

　

―

創
業
以
来
、
近
江
商
人
の
三
方
よ
し

（
売
り
手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世
間
よ

し
）
の
精
神
を
経
営
理
念
に
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

中
村
社
長　

中
村
家
の
祖
先
は
、
近
江

国
八
幡
町
か
ら
近
世
中
期
に
山
形
城
下
十

　

昭
和
に
入
っ
て
繊
維
関
係
が
下
降
の
一

途
を
た
ど
っ
て
か
ら
は
砂
糖
や
小
麦
と

い
っ
た
食
料
品
原
材
料
が
商
売
の
中
心
に

な
り
、
４
代
目
当
主
喜
兵
衞
は
山
形
市
議

会
議
員
や
商
工
会
議
所
会
頭
を
、
私
の
父

５
代
目
喜
兵
衞
も
商
工
会
議
所
会
頭
や
山

形
県
食
糧
卸
協
同
組
合
理
事
長
な
ど
を
務

め
ま
し
た
。

　

―

創
業
１
６
４
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今

後
の
抱
負
は
。

　

中
村
社
長　

年
々
、
食
の
安
全
・
安

心
、
安
定
供
給
な
ど
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
食
品
業
界
は
大
き
な
変
化
を
迎
え
て

い
る
時
期
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環

境
の
中
、
多
種
多
量
の
食
品
原
材
料
を
取

扱
う
当
社
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
進

化
さ
せ
な
が
ら
、
お
客
様
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
こ
と

を
社
員
一
丸
と
な
っ
て
目
指
し
ま
す
。
と

同
時
に
、
７
代
目
が
中
心
と
な
っ
て
自
社

ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
新
規
事

業
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、
い
ろ
ん
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
変
革
は
先
人
の
教
え
で
も
あ

り
ま
す

　

中
村
室
長　

山
形
東
高
、
慶
應

大
学
を
卒
業
。
愛
知
県
の
大
手
自

動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
た

後
、
２
０
１
２
年
に
地
元
に
戻
り

ま
し
た
。
地
方
は
人
口
減
、
さ
ら

に
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
、
閉
塞
感
が
増
し
て

い
ま
す
。
本
業
に
甘
ん
ず
る
こ
と

な
く
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
充
実
さ

せ
、
多
く
の
方
に
山
形
の
存
在
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
故
郷
に
貢

献
し
た
い
。
そ
う
思
っ
て
い
ま

す
。

日
町
に
出
店
し
た
西
谷
伊
兵
衛
家
に
仕
え

た
村
地
定
八
が
、
南
部
屋
中
村
家
の
養
子

と
な
り
、
分
家
し
て
新
た
に
総
本
家
中
村

林
兵
衞
家
を
興
し
ま
し
た
。
当
家
は
そ
の

分
家
で
す
。
明
治
二
十
七
年
五
月
の
大
火

で
林
兵
衞
家
は
廃
業
し
、
当
家
も
ま
た
蔵

一
つ
を
残
し
て
店
蔵
・
店
舗
計
６
棟
を
全

焼
し
ま
し
た
が
、
当
主
の
２
代
目
喜
兵
衞

が
「
向
こ
う
３
年
、
万
事
倹
約
」
を
家
訓

と
し
て
再
建
し
ま
し
た
。

　

山
形
大
学
の
岩
田
浩
太
郎
教
授
が
、
焼

け
残
っ
た
「
萬
控
帳
」
や
「
出
入
金
銭
差

引
帳
簿
」
な
ど
を
調
査
し
、
幕
末
か
ら
明

治
前
期
に
か
け
て
取
り
扱
っ
て
い
た
商
品

や
店
卸
調
高
、
取
引
先
を
明
ら
か
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
山

形
近
在
、
上
山
、
米
沢
商
人
か
ら
仕
入
れ

た
生
糸
な
ど
を
最
上
川
舟
運
、
日
本
海
西

廻
り
航
路
、
北
廻
り
ル
ー
ト
で
大
坂
や
京

都
に
運
び
、
帰
り
荷
に
繰
綿
、
生
蠟
、
古

手
（
古
着
）、
砂
糖
、
塩
等
を
仕
入
れ
て

販
売
す
る
「
の
こ
ぎ
り
商
い
」
を
展
開
し

て
い
ま
し
た
。

　

紅
花
も
自
分
荷
と
し
て
京
都
の
最
上
屋

井
山
喜
八
家
な
ど
に
出
荷
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
京
都
、

大
坂
は
も
と
よ
り
福
島
、
足
利
・
桐
生
、

横
浜
、
東
京
、
秋
田
土
崎
港
、
横
手
と
広

範
囲
に
わ
た
り
、
明
治
に
入
り
蒸
気
船
が

仙
台
松
島
湾
寒
風
沢
港
に
運
航
さ
れ
る

と
、
東
京
の
問
屋
か
ら
繰
綿
を
仕
入
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

本
格
的
な
お
茶
が
手
軽
に
楽
し
め
る
「
美
糖

舎
カ
フ
ェ
」
シ
リ
ー
ズ
（
左
）
と
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
第
１
号
「
オ
リ
ゴ
ラ
イ
フ
」（
右
）
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―

昨
年
秋
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
思
い
は
。

　

中
村
室
長　

私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
が
日

ご
ろ
か
ら
口
に
し
て
い
る
お
菓
子
や
パ

ン
、
麺
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
砂
糖
、
小

麦
粉
、
油
、
添
加
物
な
ど
の
原
材
料
を
食

品
メ
ー
カ
ー
に
卸
販
売
し
て
い
ま
す
。

日
々
、
良
い
原
材
料
で
お
客
様
、
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
が
、一
般
消
費
者
の
方
々
に
は
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
業
界
で
す
。
し

か
し
、
食
品
づ
く
り
に
お
い
て
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　

原
材
料
に
は
産
地
、
生
産
者
、
製
造
プ

ロ
セ
ス
、
機
能
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
知
っ
て
い
る
私
た
ち
が
、
プ
ロ
が
使

う
こ
だ
わ
り
の
原
材
料
を
選
定
し
ブ
レ
ン

ド
し
た
り
、
加
工
し
た
り
し
て
、
一
般
消

費
者
に
直
接
提
供
し
喜
ん
で
も
ら
い
た
い

と
商
品
化
し
ま
し
た
。
作
業
服
専
門
店
の

ワ
ー
ク
マ
ン
が
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ
ア
で

急
成
長
し
た
成
功
例
な
ど
を
研
究
し
、
構

想
を
温
め
て
き
ま
し
た
。

　

―

第
１
号
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
は
昨
年

秋
に
発
売
し
た
機
能
性
食
品
「
オ
リ
ゴ
ラ

イ
フ
」
で
す
。

　

中
村
室
長　

糖
と
し
て
吸
収
さ
れ
に
く

く
、
腸
内
善
玉
菌
を
増
や
す
と
さ
れ
る
フ

ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
に
、
水
溶
性
食
物
繊
維

の
ア
カ
シ
ア
フ
ァ
イ
バ
ー
を
掛
け
合
わ
せ

た
商
品
で
す
。
続
い
て
２
月
に
は
、
煮
出

し
た
お
茶
の
エ
キ
ス
を
乾
燥
さ
せ
、
風
味

を
し
っ
か
り
閉
じ
込
め
た
ま
ま
で
粉
末
化

し
た
「
美
糖
舎
カ
フ
ェ
」
シ
リ
ー
ズ
を
発

売
し
ま
し
た
。
お
湯
は
も
ち
ろ
ん
水
に
も

す
ぐ
溶
け
、
手
間
を
か
け
ず
に
本
格
的
な

お
茶
が
手
軽
に
楽
し
め
ま
す
。
ほ
う
じ

茶
、
ア
ー
ル
グ
レ
イ
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
、

ル
イ
ボ
ス
テ
ィ
ー
の
４
種
類
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
当
面
は
、
大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
と
自
社
の
サ
イ
ト
の
み
で
扱
っ
て

い
ま
す
が
、
小
売
店
か
ら
取
り
扱
い
の
依

頼
も
あ
り
、
徐
々
に
広
げ
て
い
く
予
定
で

す
。

　

―

創
業
以
来
、
近
江
商
人
の
三
方
よ
し

（
売
り
手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世
間
よ

し
）
の
精
神
を
経
営
理
念
に
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

中
村
社
長　

中
村
家
の
祖
先
は
、
近
江

国
八
幡
町
か
ら
近
世
中
期
に
山
形
城
下
十

　

昭
和
に
入
っ
て
繊
維
関
係
が
下
降
の
一

途
を
た
ど
っ
て
か
ら
は
砂
糖
や
小
麦
と

い
っ
た
食
料
品
原
材
料
が
商
売
の
中
心
に

な
り
、
４
代
目
当
主
喜
兵
衞
は
山
形
市
議

会
議
員
や
商
工
会
議
所
会
頭
を
、
私
の
父

５
代
目
喜
兵
衞
も
商
工
会
議
所
会
頭
や
山

形
県
食
糧
卸
協
同
組
合
理
事
長
な
ど
を
務

め
ま
し
た
。

　

―

創
業
１
６
４
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今

後
の
抱
負
は
。

　

中
村
社
長　

年
々
、
食
の
安
全
・
安

心
、
安
定
供
給
な
ど
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
食
品
業
界
は
大
き
な
変
化
を
迎
え
て

い
る
時
期
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環

境
の
中
、
多
種
多
量
の
食
品
原
材
料
を
取

扱
う
当
社
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
進

化
さ
せ
な
が
ら
、
お
客
様
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
こ
と

を
社
員
一
丸
と
な
っ
て
目
指
し
ま
す
。
と

同
時
に
、
７
代
目
が
中
心
と
な
っ
て
自
社

ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
新
規
事

業
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、
い
ろ
ん
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
変
革
は
先
人
の
教
え
で
も
あ

り
ま
す

　

中
村
室
長　

山
形
東
高
、
慶
應

大
学
を
卒
業
。
愛
知
県
の
大
手
自

動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
た

後
、
２
０
１
２
年
に
地
元
に
戻
り

ま
し
た
。
地
方
は
人
口
減
、
さ
ら

に
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
、
閉
塞
感
が
増
し
て

い
ま
す
。
本
業
に
甘
ん
ず
る
こ
と

な
く
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
充
実
さ

せ
、
多
く
の
方
に
山
形
の
存
在
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
故
郷
に
貢

献
し
た
い
。
そ
う
思
っ
て
い
ま

す
。

日
町
に
出
店
し
た
西
谷
伊
兵
衛
家
に
仕
え

た
村
地
定
八
が
、
南
部
屋
中
村
家
の
養
子

と
な
り
、
分
家
し
て
新
た
に
総
本
家
中
村

林
兵
衞
家
を
興
し
ま
し
た
。
当
家
は
そ
の

分
家
で
す
。
明
治
二
十
七
年
五
月
の
大
火

で
林
兵
衞
家
は
廃
業
し
、
当
家
も
ま
た
蔵

一
つ
を
残
し
て
店
蔵
・
店
舗
計
６
棟
を
全

焼
し
ま
し
た
が
、
当
主
の
２
代
目
喜
兵
衞

が
「
向
こ
う
３
年
、
万
事
倹
約
」
を
家
訓

と
し
て
再
建
し
ま
し
た
。

　

山
形
大
学
の
岩
田
浩
太
郎
教
授
が
、
焼

け
残
っ
た
「
萬
控
帳
」
や
「
出
入
金
銭
差

引
帳
簿
」
な
ど
を
調
査
し
、
幕
末
か
ら
明

治
前
期
に
か
け
て
取
り
扱
っ
て
い
た
商
品

や
店
卸
調
高
、
取
引
先
を
明
ら
か
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
山

形
近
在
、
上
山
、
米
沢
商
人
か
ら
仕
入
れ

た
生
糸
な
ど
を
最
上
川
舟
運
、
日
本
海
西

廻
り
航
路
、
北
廻
り
ル
ー
ト
で
大
坂
や
京

都
に
運
び
、
帰
り
荷
に
繰
綿
、
生
蠟
、
古

手
（
古
着
）、
砂
糖
、
塩
等
を
仕
入
れ
て

販
売
す
る
「
の
こ
ぎ
り
商
い
」
を
展
開
し

て
い
ま
し
た
。

　

紅
花
も
自
分
荷
と
し
て
京
都
の
最
上
屋

井
山
喜
八
家
な
ど
に
出
荷
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
京
都
、

大
坂
は
も
と
よ
り
福
島
、
足
利
・
桐
生
、

横
浜
、
東
京
、
秋
田
土
崎
港
、
横
手
と
広

範
囲
に
わ
た
り
、
明
治
に
入
り
蒸
気
船
が

仙
台
松
島
湾
寒
風
沢
港
に
運
航
さ
れ
る

と
、
東
京
の
問
屋
か
ら
繰
綿
を
仕
入
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

近江屋㈱丸太中村
　創　業　安政５年（1854）
　設　立　昭和29年（1954）１月
　代表取締役社長　６代目中村喜兵衞
　本　社　〒990-0071
　　山形市流通センター１丁目12番１号
　　☎023･633･2727　Fax023･633･2726
　　E-mail:yamagata@maruta-nakamura.co.jp

昭和53年まで社屋として使用していた店
蔵。取扱品と「決して粗悪な品は扱わぬこ
と」と書かれた「定」が掛けられている

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
た
丸
太
中
村
の
中
村
拓
取

締
役
（
右
）
と
中
村
喜
兵
衞
代
表
取
締
役
社
長
（
十
日

町
の
旧
社
屋
前
で
）

よ
ろ
ず
ひ
か
え
ち
ょ
う

た
な
お
ろ
し
し
ら
べ
だ
か

な
ま
ろ
う

さ 

ぶ 

さ 

わ

く
り
わ
た
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秋田生糸

秋田生糸

繰綿・生蝋

繰綿・生蝋

生
糸
・
紅
花

生
糸
代
金

絹
織
物

生

　糸

生 

糸

米
沢
生
糸

生
糸
代
金

生
糸
代
金

上
山
生
糸

生
糸
・
紅
花

繰
綿
・
生
蝋

生

　系

（
西
廻
り
航
路
）

（
西
廻
り
航
路
）

（
西
廻
り
航
路
）

（
北
廻
り
ル
ー
ト
）

繰
綿
・
生
蝋
・
砂
糖
な
ど

生
糸
代
金
・
紅
花
代
金

生
糸
代
金
・
紅
花
代
金
（
一
部
）

（
蒸
気
船
明
光
丸
な
ど
）

繰綿・生蝋・砂糖
綿織物・木綿反物

紅花・地廻り生糸
繰綿・生蝋・砂糖など

生糸代金・紅花代金

生糸・紅花 繰  綿

繰

　綿

木
綿
反
物

生
糸・紅
花

代
金

生
糸

代
金

反
物
代
金

生糸代金

生糸代金

繰 綿

生 糸

代 金

（東廻り航路）

生
糸
代
金

生
糸
浜
出
し

代金

諸物資

図　山形十日町　近江屋中村喜兵衞家の商業ネットワーク（明治８～９年）
1875～1876

太

(岩田浩太郎山形大学教授 図示)

仙台松島湾

寒風沢湊

周辺町民・農民
生糸生産者

松本与右衛門
秋田土崎湊

渡辺八右衛門
秋田 横手

根上善兵衛
鐙屋惣右衛門
　　　　など

酒田

足利・桐生

粕壁

西陣
米沢

京都

商人

京都
最上屋喜八
阿部彦太郎
阿部安次郎  など

福島

上山

山形

山形・近在商人

中村喜兵衞太

商人

絹織物業者
染職人

全国産地

外国商人

生糸生産者
岩下儀兵衛
石井五右衛門

喜多屋利助
布袋屋小兵衛
　　　　など

栃木屋儀右衛門

大阪
阿部元太郎
保倉惣次郎
木下藤兵衛  など

東京
丁字屋次兵衛
小澤清右衛門
丁字屋吟次郎　など

横浜
上原四郎右衛門

一

　

―

昨
年
秋
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
思
い
は
。

　

中
村
室
長　

私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
が
日

ご
ろ
か
ら
口
に
し
て
い
る
お
菓
子
や
パ

ン
、
麺
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
砂
糖
、
小

麦
粉
、
油
、
添
加
物
な
ど
の
原
材
料
を
食

品
メ
ー
カ
ー
に
卸
販
売
し
て
い
ま
す
。

日
々
、
良
い
原
材
料
で
お
客
様
、
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
が
、一
般
消
費
者
の
方
々
に
は
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
業
界
で
す
。
し

か
し
、
食
品
づ
く
り
に
お
い
て
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　

原
材
料
に
は
産
地
、
生
産
者
、
製
造
プ

ロ
セ
ス
、
機
能
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
知
っ
て
い
る
私
た
ち
が
、
プ
ロ
が
使

う
こ
だ
わ
り
の
原
材
料
を
選
定
し
ブ
レ
ン

ド
し
た
り
、
加
工
し
た
り
し
て
、
一
般
消

費
者
に
直
接
提
供
し
喜
ん
で
も
ら
い
た
い

と
商
品
化
し
ま
し
た
。
作
業
服
専
門
店
の

ワ
ー
ク
マ
ン
が
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ
ア
で

急
成
長
し
た
成
功
例
な
ど
を
研
究
し
、
構

想
を
温
め
て
き
ま
し
た
。

　

―

第
１
号
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
は
昨
年

秋
に
発
売
し
た
機
能
性
食
品
「
オ
リ
ゴ
ラ

イ
フ
」
で
す
。

　

中
村
室
長　

糖
と
し
て
吸
収
さ
れ
に
く

く
、
腸
内
善
玉
菌
を
増
や
す
と
さ
れ
る
フ

ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
に
、
水
溶
性
食
物
繊
維

の
ア
カ
シ
ア
フ
ァ
イ
バ
ー
を
掛
け
合
わ
せ

た
商
品
で
す
。
続
い
て
２
月
に
は
、
煮
出

し
た
お
茶
の
エ
キ
ス
を
乾
燥
さ
せ
、
風
味

を
し
っ
か
り
閉
じ
込
め
た
ま
ま
で
粉
末
化

し
た
「
美
糖
舎
カ
フ
ェ
」
シ
リ
ー
ズ
を
発

売
し
ま
し
た
。
お
湯
は
も
ち
ろ
ん
水
に
も

す
ぐ
溶
け
、
手
間
を
か
け
ず
に
本
格
的
な

お
茶
が
手
軽
に
楽
し
め
ま
す
。
ほ
う
じ

茶
、
ア
ー
ル
グ
レ
イ
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
、

ル
イ
ボ
ス
テ
ィ
ー
の
４
種
類
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
当
面
は
、
大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
と
自
社
の
サ
イ
ト
の
み
で
扱
っ
て

い
ま
す
が
、
小
売
店
か
ら
取
り
扱
い
の
依

頼
も
あ
り
、
徐
々
に
広
げ
て
い
く
予
定
で

す
。

　

―

創
業
以
来
、
近
江
商
人
の
三
方
よ
し

（
売
り
手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世
間
よ

し
）
の
精
神
を
経
営
理
念
に
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

中
村
社
長　

中
村
家
の
祖
先
は
、
近
江

国
八
幡
町
か
ら
近
世
中
期
に
山
形
城
下
十

　

昭
和
に
入
っ
て
繊
維
関
係
が
下
降
の
一

途
を
た
ど
っ
て
か
ら
は
砂
糖
や
小
麦
と

い
っ
た
食
料
品
原
材
料
が
商
売
の
中
心
に

な
り
、
４
代
目
当
主
喜
兵
衞
は
山
形
市
議

会
議
員
や
商
工
会
議
所
会
頭
を
、
私
の
父

５
代
目
喜
兵
衞
も
商
工
会
議
所
会
頭
や
山

形
県
食
糧
卸
協
同
組
合
理
事
長
な
ど
を
務

め
ま
し
た
。

　

―

創
業
１
６
４
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今

後
の
抱
負
は
。

　

中
村
社
長　

年
々
、
食
の
安
全
・
安

心
、
安
定
供
給
な
ど
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
食
品
業
界
は
大
き
な
変
化
を
迎
え
て

い
る
時
期
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環

境
の
中
、
多
種
多
量
の
食
品
原
材
料
を
取

扱
う
当
社
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
進

化
さ
せ
な
が
ら
、
お
客
様
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
こ
と

を
社
員
一
丸
と
な
っ
て
目
指
し
ま
す
。
と

同
時
に
、
７
代
目
が
中
心
と
な
っ
て
自
社

ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
新
規
事

業
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、
い
ろ
ん
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
変
革
は
先
人
の
教
え
で
も
あ

り
ま
す

　

中
村
室
長　

山
形
東
高
、
慶
應

大
学
を
卒
業
。
愛
知
県
の
大
手
自

動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
た

後
、
２
０
１
２
年
に
地
元
に
戻
り

ま
し
た
。
地
方
は
人
口
減
、
さ
ら

に
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
、
閉
塞
感
が
増
し
て

い
ま
す
。
本
業
に
甘
ん
ず
る
こ
と

な
く
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
充
実
さ

せ
、
多
く
の
方
に
山
形
の
存
在
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
故
郷
に
貢

献
し
た
い
。
そ
う
思
っ
て
い
ま

す
。

日
町
に
出
店
し
た
西
谷
伊
兵
衛
家
に
仕
え

た
村
地
定
八
が
、
南
部
屋
中
村
家
の
養
子

と
な
り
、
分
家
し
て
新
た
に
総
本
家
中
村

林
兵
衞
家
を
興
し
ま
し
た
。
当
家
は
そ
の

分
家
で
す
。
明
治
二
十
七
年
五
月
の
大
火

で
林
兵
衞
家
は
廃
業
し
、
当
家
も
ま
た
蔵

一
つ
を
残
し
て
店
蔵
・
店
舗
計
６
棟
を
全

焼
し
ま
し
た
が
、
当
主
の
２
代
目
喜
兵
衞

が
「
向
こ
う
３
年
、
万
事
倹
約
」
を
家
訓

と
し
て
再
建
し
ま
し
た
。

　

山
形
大
学
の
岩
田
浩
太
郎
教
授
が
、
焼

け
残
っ
た
「
萬
控
帳
」
や
「
出
入
金
銭
差

引
帳
簿
」
な
ど
を
調
査
し
、
幕
末
か
ら
明

治
前
期
に
か
け
て
取
り
扱
っ
て
い
た
商
品

や
店
卸
調
高
、
取
引
先
を
明
ら
か
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
山

形
近
在
、
上
山
、
米
沢
商
人
か
ら
仕
入
れ

た
生
糸
な
ど
を
最
上
川
舟
運
、
日
本
海
西

廻
り
航
路
、
北
廻
り
ル
ー
ト
で
大
坂
や
京

都
に
運
び
、
帰
り
荷
に
繰
綿
、
生
蠟
、
古

手
（
古
着
）、
砂
糖
、
塩
等
を
仕
入
れ
て

販
売
す
る
「
の
こ
ぎ
り
商
い
」
を
展
開
し

て
い
ま
し
た
。

　

紅
花
も
自
分
荷
と
し
て
京
都
の
最
上
屋

井
山
喜
八
家
な
ど
に
出
荷
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
京
都
、

大
坂
は
も
と
よ
り
福
島
、
足
利
・
桐
生
、

横
浜
、
東
京
、
秋
田
土
崎
港
、
横
手
と
広

範
囲
に
わ
た
り
、
明
治
に
入
り
蒸
気
船
が

仙
台
松
島
湾
寒
風
沢
港
に
運
航
さ
れ
る

と
、
東
京
の
問
屋
か
ら
繰
綿
を
仕
入
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

昭和10年代の㈱中村喜兵衞商店
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